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(57)【要約】
【課題】
　バックライト制御による消費電力低減の具現化に有効
な手法を提供する。
【解決手段】
　バックライト制御回路３０４に、画像処理回路２０２
が出力した調光信号Ｄｉｍを加工する調光信号加工回路
３２０と、この加工した調光信号Ｄｉｍ’に基づいてバ
ックライト３０８を駆動するインバータ回路３２２とを
設け、調光信号加工回路３２０が画像処理回路２０２が
出力した映像信号ＶＤに基づいて、画像処理回路２０２
が出力した調光信号Ｄｉｍを加工し、その結果をインバ
ータ回路３２２に出力する。インバータ回路３２２は、
加工された調光信号Ｄｉｍ’に基づいて交流電力ＰＷＲ
を生成し、この生成した電力をバックライト３０８に供
給する。
【選択図】　図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光源から照射された光出力を複数の表示素子で制御することにより映像を表示する映像
表示装置において、
　前記光源の光出力量の基準となる調光信号を生成する調光信号生成回路と、
　前記調光信号とは別の信号に基づいて、前記調光信号を加工する調光信号加工回路と、
　を具備することを特徴とする映像表示装置。
【請求項２】
　光源から照射された光出力を複数の表示素子で制御することにより映像を表示する映像
表示装置において、
　前記光源の光出力量の基準となる第１の調光信号を生成する手段と、
　前記光源の光出力量の基準となる第２の調光信号を生成する手段と、
　前記第１および第２の調光信号と該各調光信号とは別の信号とに基づいて、第３の調光
信号を生成する手段と、
　前記第３の調光信号に基づいて前記光源の光出力量を制御する手段と
　を具備することを特徴とする映像表示装置。
【請求項３】
　光源から照射された光出力を複数の表示素子で制御することにより映像を表示する映像
表示装置において、
　前記光源の光出力量の制御基準となる調光信号を生成する調光信号生成手段と、
　前記調光信号に基づいて前記光源を第１および第２の方式で制御する手段と、
　前記調光信号とは別の信号に基づいて前記第１の方式と前記第２の方式の配分を決定す
る手段と
　を具備することを特徴とする映像表示装置。
【請求項４】
　光源から照射された光出力を複数の表示素子で制御することにより映像を表示する映像
表示装置において、
　前記光源の光出力量の制御基準となる調光信号を生成する調光信号生成手段と、
　前記調光信号とは別の信号に基づいて前記調光信号が示す光出力期間を調整する手段と
　を具備することを特徴とする映像表示装置。
【請求項５】
　光源から照射された光出力を複数の表示素子で制御することにより映像を表示する映像
表示装置において、
　入力された映像信号に基づいて、前記光源の光出力量を制御するとともに、該映像信号
を加工する手段と、
　前記加工後の映像信号に基づいて前記表示素子を制御する手段と
　を具備することを特徴とする映像表示装置。
【請求項６】
　光源から照射された光出力を複数の表示素子で制御することにより映像を表示する映像
表示装置において、
　入力された映像信号に基づいて、前記表示素子および／または光源を制御する制御信号
を生成する手段と、
　前記映像信号に基づいて、前記光源の光出力量を制御するとともに、前記制御信号を加
工する手段と
　を具備することを特徴とする映像表示装置。
【請求項７】
　光源から照射された光出力を複数の表示素子で制御することにより映像を表示する映像
表示装置において、
　前記光源の光出力量の制御基準となる調光信号を生成する調光信号生成手段と、
　前記表示素子および／または光源の制御情報を含む制御コマンドを生成する制御コマン
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ド生成手段と、
　前記調光信号とは別の信号に基づいて、前記調光信号を加工するとともに、前記制御コ
マンドを加工する手段と
　を具備することを特徴とする映像表示装置。
【請求項８】
　光源から照射された光出力を複数の表示素子で制御することにより映像を表示する映像
表示装置において、
　入力された映像信号に基づいて前記光源の光出力量を制御するとともに、該映像信号を
加工して再出力する手段と、
　前記加工後の映像信号に基づいて、前記表示素子を制御する手段と
　を具備することを特徴とする映像表示装置。
【請求項９】
　光源から照射された光出力を複数の表示素子で制御することにより映像を表示する映像
表示装置において、
　前記光源の光出力量の基準となる第１の調光信号を生成する手段と、
　前記光源の光出力量の基準となる第２の調光信号を生成する手段と、
　前記第１および第２の調光信号とに基づいて、第３の調光信号を生成する手段と、
　前記第３の調光信号に基づいて前記光源の光出力量を制御する手段と
　を具備することを特徴とする映像表示装置。
【請求項１０】
　光源から照射された光出力を複数の表示素子で制御することにより映像を表示する映像
表示装置において、
　前記光源の光出力量の制御基準となる調光信号とを生成する調光信号生成手段と、
　前記光源を第１および第２の方式で制御する手段と、
　前記第１の方式と前記第２の方式の配分を決定する手段と
　を具備することを特徴とする映像表示装置。
【請求項１１】
　分割された複数の表示エリアのそれぞれに対応して設けられた複数の光源から照射され
た光出力を表示エリアごとに設けられた複数の表示素子で制御することにより映像を表示
する映像表示装置において、
　入力された輝度情報を前記表示エリアごとに評価する手段と、
　前記評価した結果に基づいて、前記各光源の光出力量および／または前記各表示素子を
制御する手段と
　を具備することを特徴とする映像表示装置。
【請求項１２】
　分割された複数の表示エリアのそれぞれに対応して設けられた複数の光源から照射され
た光出力を表示エリアごとに設けられた複数の表示素子で制御することにより映像を表示
する映像表示装置において、
　入力された映像信号または輝度情報を前記各表示エリアごとに評価する手段と、
　前記評価した結果に基づいて、前記各光源の光出力量を制御する手段とを具備し、
　前記各光源の制御は、隣接する表示エリア間の関係が一定の制約条件内に入るように行
われることを特徴とする映像表示装置。
【請求項１３】
　分割された複数の表示エリアのそれぞれに対応して設けられた複数の光源から照射され
た光出力を表示エリアごとに設けられた複数の表示素子で制御することにより映像を表示
する映像表示装置において、
　前記各光源の光出力量を制御することにより、少なくとも隣接する表示エリア間に一定
の輝度傾斜を生じさせる手段と、
　入力された映像信号または輝度情報に基づいて、前記傾斜の値を決定する手段と
　を具備することを特徴とする映像表示装置。
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【請求項１４】
　分割された複数の表示エリアのそれぞれに対応して設けられた複数の光源から照射され
た光出力を表示エリアごとに設けられた複数の表示素子で制御することにより映像を表示
する映像表示装置において、
　前記各光源の光出力量を制御することにより、前記各表示エリア間に一定の輝度傾斜を
加算する手段を具備し、
　前記加算される傾斜は、入力された映像信号に拘わらず一定の値に設定されることを特
徴とする映像表示装置。
【請求項１５】
　光源から照射された光出力を複数の表示素子で制御することにより映像を表示する映像
表示装置において、
　入力された映像信号に基づいて、前記光源の光出力量を制御する手段と、
　前記映像信号の変化に対応させて前記光出力量の変化を強調する手段と
　を具備することを特徴とする映像表示装置。
【請求項１６】
　光源から照射された光出力を複数の表示素子で制御することにより映像を表示する映像
表示装置において、
　入力された第１の映像信号に基づいて、前記光源の光出力量を制御する手段と、
　前記第１の映像信号と時間差を持った第２の映像信号に基づいて、前記制御の応答遅れ
と映像表示の遅れの差を補償する手段と
　を具備することを特徴とする映像表示装置。
【請求項１７】
　光源から照射された光出力を複数の表示素子で制御することにより映像を表示する映像
表示装置において、
　入力された第１の映像信号に基づいて、前記光源の光出力量を制御する手段と、
　前記第１の映像信号と時間差を持った第２の映像信号に基づいて、前記第１の映像信号
の変化の前後で前記光出力量の変化を強調する手段と
　を具備することを特徴とする映像表示装置。
【請求項１８】
　光源から照射された光出力を複数の表示素子で制御することにより映像を表示する映像
表示装置において、
　入力された映像信号に基づいて、前記光源の光出力量を制御する手段と、
　入力された映像信号の輝度分布を検出する手段と、
　前記映像信号の平均輝度が同じであっても前記輝度分布が異なる場合には、前記輝度分
布に対する前記光出力量の制御特性を変化させる手段と
　を具備することを特徴とする映像表示装置。
【請求項１９】
　光源から照射された光出力を複数の表示素子で制御することにより映像を表示する映像
表示装置において、
　入力された映像信号に基づいて、前記光源の光出力量を制御する手段を具備し、
前記映像信号に非線形変換処理をした後、その平均輝度を求め、その平均輝度で前記光出
力量を制御することにより、映像信号の輝度分布に依存して前記光出力量の制御特性に変
化をもたせることを特徴とする映像表示装置。
【請求項２０】
　光源から照射された光出力を複数の表示素子で制御することにより映像を表示する映像
表示装置において、
　入力された映像信号に基づいて、前記表示素子を制御するとともに前記光源の光出力量
を制御する手段を具備し、
　前記制御手段は、前記映像信号に含まれた輝度情報のピーク値に基づいて、前記光源の
制御を行うとともに、前記光源の光出力量を低下させる場合は、前記映像信号に含まれた
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または重畳されるテキスト情報を無視して前記表示素子の変調度を増加させることを特徴
とする映像表示装置。
【請求項２１】
　光源から照射された光出力を複数の表示素子で制御することにより映像を表示する映像
表示装置において、
　入力された映像信号に基づいて、前記表示素子を制御するとともに前記光源の光出力量
を制御する手段を具備し、
　前記制御手段は、前記光源の光出力量を低下させる場合は、前記表示素子の変調度を増
加させるとともに前記映像信号の高域を強調することを特徴とする映像表示装置。
【請求項２２】
　光源から照射された光出力を複数の表示素子で制御することにより映像を表示する映像
表示装置において、
　入力された映像信号に基づいて、前記表示素子を制御するとともに前記光源の光出力量
を制御することにより、前記映像信号によって表現される映像の表示輝度変化を緩和する
手段と、
　前記映像信号の輝度変化速度を検出する手段とを具備し、
　前記緩和手段は、前記変化速度が速い場合は、前記表示素子の制御で対応し、前記変化
速度が遅い場合は、前記光源の制御で対応することを特徴とする映像表示装置。
【請求項２３】
　光源から照射された光出力を複数の表示素子で制御することにより映像を表示する映像
表示装置において、
　前記光源の光出力量をパルス信号で定義した調光信号を生成する調光信号生成手段と、
　前記調光信号に基づいて映像表示頻度の基準となる単位フレーム内に複数のパルス信号
を存在させる手段と
前記複数のパルス信号に基づいて前記光源の光出力制御を行う手段と
　を具備することを特徴とする映像表示装置。
【請求項２４】
　光源から照射された光出力を複数の表示素子で制御することにより映像を表示する映像
表示装置において、
　入力された映像信号に含まれた輝度情報に基づいて、該映像信号の基準となる単位フレ
ーム内に複数のパルス信号を生成する手段と、
前記複数のパルス信号に基づいて前記光源の光出力制御を行う手段と
を具備することを特徴とする映像表示装置。
【請求項２５】
　光源から照射された光出力を複数の表示素子で制御することにより映像を表示する映像
表示装置において、
　入力された映像信号に基づいて、前記表示素子を制御する手段と、
　前記映像信号に含まれたフレーム信号に同期させて複数のパルス信号を生成する手段と
  前記複数のパルス信号に基づいて前記光源の光出力制御を行う手段とを具備し、
　前記パルス信号の生成は、前記表示素子の状態遷移期間を優先的に避けて前記各パルス
信号の幅および／または位相を決定することにより行われることを特徴とする映像表示装
置。
【請求項２６】
　光源から照射された光出力を複数の表示素子で制御することにより映像を表示する映像
表示装置において、
　入力された映像信号に基づいて、前記表示素子を制御する手段と、
　前記映像信号に含まれたフレーム信号に同期させて複数のパルス信号を生成する手段と
、
　前記複数のパルス信号に基づいて前記光源の光出力制御を行う手段とを具備し、
　前記パルス信号の生成は、前記各パルス信号の幅および／または位相を所定の関係に従



(6) JP 2008-52131 A 2008.3.6

10

20

30

40

50

って決定することにより行われることを特徴とする映像表示装置。
【請求項２７】
　光源から照射された光出力を複数の表示素子で制御することにより映像を表示する映像
表示装置に組み込まれる信号処理回路において、
前記光源の光出力量の基準となる調光信号を生成する手段と、
　前記映像信号とは別の信号に基づいて前記調光信号を加工する手段と
　を具備することを特徴とする信号処理回路。
【請求項２８】
　複数の液晶素子の背面に設けられたバックライト光源の光出力を制御する液晶バックラ
イト制御装置において、
　前記バックライト光源の制御基準となる調光信号を生成する手段と、
　前記調光信号とは別の信号に基づいて前記調光信号を加工する手段と
　を具備することを特徴とする液晶バックライト制御装置。
【請求項２９】
　複数の液晶素子の背面に設けられたバックライト光源の光出力を制御する液晶バックラ
イト制御方法において、
　前記バックライト光源の制御基準となる調光信号を生成するステップと、
　前記調光信号とは別の信号に基づいて前記調光信号を加工するステップと
　を具備することを特徴とする液晶バックライト制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、液晶バックライト駆動装置に関し、特に、消費電力の低減に有効な液晶バ
ックライト駆動装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　液晶ＴＶに代表される液晶ディスプレイの消費電力を低減させる手法として、映像の平
均輝度に応じてバックライトの輝度を制御するＡＰＬ－ＡＧＣ（Ａｖｅｒａｇｅ　Ｐｉｃ
ｔｕｒｅ　Ｌｅｖｅｌ　Ａｕｔｏｍａｔｉｃ　Ｇａｉｎ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）という手法が
知られている。この手法は、例えば、特許文献１乃至特許文献４に記載されている。
【０００３】
　これらの文献には、映像シーンに連動させたバックライト制御の有効な手法が記載され
ているが、これらの手法を実際の製品で実現させるためには、ＬＳＩで構成された画像処
理回路に変更を加える必要があり、バックライト駆動ユニットの構成や制御方法により対
応が異なるため、画像処理ＬＳＩ内でのバリエーション対応が困難であった。
【０００４】
　また、より消費電力を低減させるためには、バックライト制御手法そのものの高度化や
多種類のバックライト制御手法を次々と組み合わせてゆく必要があり、莫大な開発費用の
かかる大規模な画像処理回路内でのきめ細かい対応が困難である。
【特許文献１】特開２００２－１５６９５１号公報
【特許文献２】特開２００２－２５８４０１号公報
【特許文献３】特開２００２－３５７８１０号公報
【特許文献４】特開２００４－０８５９６１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　そこで、本発明は、バックライト制御による消費電力低減の具現化に有効な手法を提供
する。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
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　上記目的を達成するため、請求項１記載の発明は、光源から照射された光出力を複数の
表示素子で制御することにより映像を表示する映像表示装置において、前記光源の光出力
量の基準となる調光信号を生成する調光信号生成回路と、前記調光信号とは別の信号に基
づいて、前記調光信号を加工する調光信号加工回路とを具備することを特徴とする。
【０００７】
　このような構成により、映像に連動した任意の光源制御が画像処理回路の外部で実現で
きるため、多彩な制御の組み合わせによる低消費電力機能の組み込みを促進することが可
能になるとともに、画像処理回路を共通化した状態で機種ごとに必要な機能のバリエーシ
ョンを追加することができるため、好適な機種展開を図ることが可能になる。
【０００８】
　特に、ＡＰＬ－ＡＧＣのような光源と表示素子との連動を必要としない制御を追加した
い場合は、本構成のように、光源制御部のみを画像処理回路の外付け回路で実現できる構
成が好適である。
【０００９】
　ここで、表示素子としては、反射型または透過型の液晶素子やマイクロ・ミラー・デバ
イスなどを用いることが可能であり、画素数に応じて複数設けられる。さらに、カラー表
示の場合は、これらの表示素子がＲＧＢのそれぞれに対応して設けられるかもしくはＲＧ
Ｂを時間順次に点灯される。これらの表示素子は、例えば、光源から照射された光の反射
量または透過量を映像に応じた変調度で階調制御することにより、視聴者が知覚可能な映
像を表示する。
【００１０】
　また、光源としては、熱陰極管や冷陰極管等の蛍光管やＬＥＤやＥＬ等の半導体デバイ
スを用いることが可能であり、これらの光源はインバータ回路やＤＣＤＣコンバータ回路
などで駆動される。光源から照射される光出力量は、表示素子の変調度に対応して決定さ
れ、調光信号として前述のインバータ回路やＤＣＤＣコンバータ回路に出力される。
【００１１】
　調光信号とは別の信号に基づいて、該調光信号を加工する方法としては、映像に連動し
て光源の光出力量を制御する方法が有効であり、例えば、平均輝度の高い明るいシーンで
光出力量を絞ることで、視聴者が感じる眩しさを低減するとともに省電力効果を得る制御
方法や、平均輝度あるいは輝度ピークの低い暗いシーンでバックライトの光量を絞ると同
時に表示素子の反射率または透過率を上げることで、見た目を変えずに省電力効果を得る
制御方法を用いることができる。
【００１２】
　また、映像に連動して光源の光出力量を制御する方法としては、平均輝度の高い明るい
シーンで光出力量を絞ることで、視聴者が感じる眩しさを低減するとともに省電力効果を
得る制御方法や、平均輝度あるいは輝度ピークの低い暗いシーンでバックライトの光量を
絞ると同時に表示素子の反射率または透過率を上げることで、見た目を変えずに省電力効
果を得る制御方法を用いることができる。
【００１３】
　また、請求項２記載の発明は、光源から照射された光出力を複数の表示素子で制御する
ことにより映像を表示する映像表示装置において、前記光源の光出力量の基準となる第１
の調光信号を生成する手段と、前記光源の光出力量の基準となる第２の調光信号を生成す
る手段と、前記第１および第２の調光信号と該各調光信号とは別の信号とに基づいて、第
３の調光信号を生成する手段と、前記第３の調光信号に基づいて前記光源の光出力量を制
御する手段とを具備することを特徴とする。
【００１４】
　このような構成により、調光信号が独立して複数生成される場合であっても、これらの
調光信号を協働させることができるため、より効果の高い省電力制御を行うことが可能に
なる。例えば、画像処理回路が生成する調光信号に、外光センサの検出結果を調光要素と
して加えたい場合等は、各調光信号を複合する本構成が有効である。
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【００１５】
　また、請求項３記載の発明は、光源から照射された光出力を複数の表示素子で制御する
ことにより映像を表示する映像表示装置において、前記光源の光出力量の制御基準となる
調光信号を生成する調光信号生成手段と、前記調光信号に基づいて前記光源を第１および
第２の方式で制御する手段と、前記調光信号とは別の信号に基づいて前記第１の方式と前
記第２の方式の配分を決定する手段とを具備することを特徴とする。
【００１６】
　このように、光源の制御方式を映像に応じて配分することで、光源の特性に適した制御
を行うことができる。例えば、明るいシーンでは、パルス幅による制御比率を大きくし、
暗いシーンでは、電流量の制御比率を大きくすることで、蛍光管のような光源に適した制
御を行うことが可能になる。
【００１７】
　また、請求項４記載の発明は、光源から照射された光出力を複数の表示素子で制御する
ことにより映像を表示する映像表示装置において、前記光源の光出力量の制御基準となる
調光信号を生成する調光信号生成手段と、前記調光信号とは別の信号に基づいて前記調光
信号が示す光出力期間を調整する手段とを具備することを特徴とする。
【００１８】
　このように、調光信号が光源の光出力期間で表現されている場合には、映像の内容に合
わせて省電力効果を得るに適した光量を演算し、その結果に基づいて調光信号の光出力期
間を調整して再出力することで、各種の省電力制御を簡易に追加することができる。
【００１９】
　また、請求項５記載の発明は、光源から照射された光出力を複数の表示素子で制御する
ことにより映像を表示する映像表示装置において、入力された映像信号に基づいて、前記
光源の光出力量を制御するとともに、該映像信号を加工する手段と、前記加工後の映像信
号に基づいて前記表示素子を制御する手段とを具備することを特徴とする。
【００２０】
　このように、映像信号に基づいて、光源の制御と同時に映像信号自体をも加工すること
で、より高度な省電力制御を行うことが可能になる。例えば、光源の光出力量の変化に合
わせて映像信号に含まれる輝度情報、色情報、ＲＧＢ比率等を変更することで、映像の違
和感なく省電力効果を向上させることも可能である。
【００２１】
　この構成は、例えば、平均輝度あるいは輝度ピークの低い暗いシーンでバックライトの
光量を絞ると同時に表示素子の反射率または透過率を上げることで、見た目を変えずに省
電力効果を得る制御方法に有効である。
【００２２】
　また、請求項６記載の発明は、光源から照射された光出力を複数の表示素子で制御する
ことにより映像を表示する映像表示装置において、入力された映像信号に基づいて、前記
表示素子および／または光源を制御する制御信号を生成する手段と、前記映像信号に基づ
いて、前記光源の光出力量を制御するとともに、前記制御信号を加工する手段とを具備す
ることを特徴とする。
【００２３】
　このように、映像信号に基づいて、光源の制御と同時に表示素子および／または光源を
制御する信号を加工することでも、より高度な省電力制御を行うことが可能になる。例え
ば、液晶ディスプレイに本構成を適用する場合には、操作系の制御を実行するマイコン等
の制御回路から液晶輝度制御信号をもらうとともに、映像信号からバックライト制御信号
を作り、それらの信号を総合してリアルタイムに加工された液晶輝度コマンドとして画像
処理回路に出力すれば良い。尚、マイコン等の制御回路から直接液晶輝度コマンドを取得
し、これを加工して再出力する構成としても良い。
【００２４】
　また、請求項７記載の発明は、光源から照射された光出力を複数の表示素子で制御する
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ことにより映像を表示する映像表示装置において、前記光源の光出力量の制御基準となる
調光信号を生成する調光信号生成手段と、前記表示素子および／または光源の制御情報を
含む制御コマンドを生成する制御コマンド生成手段と、前記調光信号とは別の信号に基づ
いて、前記調光信号を加工するとともに、前記制御コマンドを加工する手段とを具備する
ことを特徴とする。
【００２５】
　このように、調光信号の加工に伴って表示素子および／または光源制御用の制御コマン
ドを加工することでも、より高度な省電力制御を行うことが可能になる。この構成は、画
像処理回路へ入力される映像信号を分岐して光源制御用に利用する場合に有効である。
【００２６】
　また、請求項８記載の発明は、光源から照射された光出力を複数の表示素子で制御する
ことにより映像を表示する映像表示装置において、入力された映像信号に基づいて前記光
源の光出力量を制御するとともに、該映像信号を加工して再出力する手段と、前記加工後
の映像信号に基づいて、前記表示素子を制御する手段とを具備することを特徴とする。
【００２７】
　このように、光源の制御に伴って映像信号自体を加工することでも、より高度な省電力
制御を行うことが可能になる。この構成は、画像処理回路の前段で光源制御を行う場合に
有効である。
【００２８】
　また、請求項９記載の発明は、光源から照射された光出力を複数の表示素子で制御する
ことにより映像を表示する映像表示装置において、前記光源の光出力量の基準となる第１
の調光信号を生成する手段と、前記光源の光出力量の基準となる第２の調光信号を生成す
る手段と、前記第１および第２の調光信号とに基づいて、第３の調光信号を生成する手段
と、前記第３の調光信号に基づいて前記光源の光出力量を制御する手段とを具備すること
を特徴とする。
【００２９】
　このような構成により、調光信号が独立して複数生成される場合であっても、これらの
調光信号を協働させることができるため、より効果の高い省電力制御を行うことが可能に
なる。
【００３０】
　また、請求項１０記載の発明は、光源から照射された光出力を複数の表示素子で制御す
ることにより映像を表示する映像表示装置において、前記光源の光出力量の制御基準とな
る調光信号とを生成する調光信号生成手段と、前記光源を第１および第２の方式で制御す
る手段と、前記第１の方式と前記第２の方式の配分を決定する手段とを具備することを特
徴とする。
【００３１】
　このように、光源の制御方式を適宜配分することで、光源の特性に適した制御を行うこ
とができる。
【００３２】
　また、請求項１１記載の発明は、分割された複数の表示エリアのそれぞれに対応して設
けられた複数の光源から照射された光出力を表示エリアごとに設けられた複数の表示素子
で制御することにより映像を表示する映像表示装置において、入力された輝度情報を前記
表示エリアごとに評価する手段と、前記評価した結果に基づいて、前記各光源の光出力量
および／または前記各表示素子を制御する手段とを具備することを特徴とする。
【００３３】
　このように、分割したエリアごとに映像に連動させた光源制御を行うことで、同じ映像
上であっても、明るい部分に対してはより眩しさを抑え、暗い部分に対しては光出力量を
より抑えて変調度をより上げることが可能になるため、映像全体の光量を均一的に低減す
るよりも、より見易く目に優しくかつ、より大きな省電力効果が期待できる。
【００３４】
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　また、請求項１２記載の発明は、分割された複数の表示エリアのそれぞれに対応して設
けられた複数の光源から照射された光出力を表示エリアごとに設けられた複数の表示素子
で制御することにより映像を表示する映像表示装置において、入力された映像信号または
輝度情報を前記各表示エリアごとに評価する手段と、前記評価した結果に基づいて、前記
各光源の光出力量を制御する手段とを具備し、前記各光源の制御は、隣接する表示エリア
間の関係が一定の制約条件内に入るように行われることを特徴とする。
【００３５】
　このように、隣接エリア間の光量関係を一定とすることで、各エリアを独立調光した場
合に生じ得るエリア間の映像違和感を低減させることができる。望ましくは、隣接エリア
間の光量差または比が一定以内となるように制御する。
【００３６】
　また、請求項１３記載の発明は、分割された複数の表示エリアのそれぞれに対応して設
けられた複数の光源から照射された光出力を表示エリアごとに設けられた複数の表示素子
で制御することにより映像を表示する映像表示装置において、前記各光源の光出力量を制
御することにより、少なくとも隣接する表示エリア間に一定の輝度傾斜を生じさせる手段
と、入力された映像信号または輝度情報に基づいて、前記傾斜の値を決定する手段とを具
備することを特徴とする。
【００３７】
　このように、隣接エリア間の光量関係を一定の条件内に収めることで、各エリアを独立
調光した場合に生じ得るエリア間の映像違和感を低減させることができる。望ましくは、
隣接エリア間の光源の光量差または光量比が一定以内となるように制御する。
【００３８】
　また、請求項１４記載の発明は、分割された複数の表示エリアのそれぞれに対応して設
けられた複数の光源から照射された光出力を表示エリアごとに設けられた複数の表示素子
で制御することにより映像を表示する映像表示装置において、前記各光源の光出力量を制
御することにより、前記各表示エリア間に一定の輝度傾斜を加算する手段を具備し、前記
加算される傾斜は、入力された映像信号に拘わらず一定の値に設定されることを特徴とす
る。
【００３９】
　このように、固定の輝度傾斜を付加することで、画面上で輝度変化が目立たない部分の
光量をより低減させることができるため、より高い省電力効果が期待できる。例えば、照
明位置や目の特性から画面の下側が多少暗くても検知されにくい場合には、画面の上側か
ら下側にかけて徐々に光量を落とす輝度傾斜を付加することで、映像に違和感を与えるこ
となく省電力効果を高めることができる。
【００４０】
　また、請求項１５記載の発明は、光源から照射された光出力を複数の表示素子で制御す
ることにより映像を表示する映像表示装置において、入力された映像信号に基づいて、前
記光源の光出力量を制御する手段と、前記映像信号の変化に対応させて前記光出力量の変
化を強調する手段とを具備することを特徴とする。
【００４１】
　このように、映像の変化に対応させて光出力量の変化を強調することにより、前記表示
素子を通過した画像の輝度の変化は逆に緩和されることとなり、より目に優しく省電力効
果の高い制御方法を提供することができる。光出力量の変化の強調は、網膜の知覚特性や
順応特性等を考慮した所定の時定数を持たせることが望ましい。
【００４２】
　また、請求項１６記載の発明は、光源から照射された光出力を複数の表示素子で制御す
ることにより映像を表示する映像表示装置において、入力された第１の映像信号に基づい
て、前記光源の光出力量を制御する手段と、前記第１の映像信号と時間差を持った第２の
映像信号に基づいて、前記制御の応答遅れと映像表示の遅れの差を補償する手段とを具備
することを特徴とする。
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【００４３】
　このように、複数の映像信号間の時間差を利用することで、予め映像輝度の変化を予測
することが可能になるため、映像の変化と同時あるいは変化の手間で光源の光出力量を低
減させることが可能になる。その結果、より目に優しく省電力効果の高い制御方法を提供
することができる。時間差を有する映像信号を利用する方法としては、例えば、メモリを
使用して意図的に時間差映像信号を作る方法や画像処理の過程で自然に生じた時間差映像
信号を用いることができる。
【００４４】
　また、請求項１７記載の発明は、光源から照射された光出力を複数の表示素子で制御す
ることにより映像を表示する映像表示装置において、入力された第１の映像信号に基づい
て、前記光源の光出力量を制御する手段と、前記第１の映像信号と時間差を持った第２の
映像信号に基づいて、前記第１の映像信号の変化の前後で前記光出力量の変化を強調する
手段とを具備することを特徴とする。
【００４５】
　このように、映像信号の変化の前後で前記光出力量の変化を強調することで、予動を含
めた変化の緩和が可能になるため、輝度変化をさらに緩やかにし、より目に優しく省電力
効果の高い制御方法を提供することができる。
【００４６】
　また、請求項１８記載の発明は、光源から照射された光出力を複数の表示素子で制御す
ることにより映像を表示する映像表示装置において、入力された映像信号に基づいて、前
記光源の光出力量を制御する手段と、入力された映像信号の輝度分布を検出する手段と、
前記映像信号の平均輝度が同じであっても前記輝度分布が異なる場合には、前記輝度分布
に対する前記光出力量の制御特性を変化させる手段とを具備することを特徴とする。
【００４７】
　このように、映像の輝度分布に基づいて、光出力量の制御特性を変化させることにより
、映像内容に応じてより違和感なく光量の低減を行うことができる。例えば、ＡＰＬ－Ａ
ＧＣを行う場合に、映像信号に非線形性を持たせて輝度評価値を作成し、平均輝度が同じ
でも、平均的に暗い場合と極端に明るい部分が小面積ある場合で異なる応答をさせる。
【００４８】
　また、請求項１９記載の発明は、光源から照射された光出力を複数の表示素子で制御す
ることにより映像を表示する映像表示装置において、入力された映像信号に基づいて、前
記光源の光出力量を制御する手段を具備し、前記映像信号に非線形変換処理をした後、そ
の平均輝度を求め、その平均輝度で前記光出力量を制御することにより、映像信号の輝度
分布に依存して前記光出力量の制御特性に変化をもたせることを特徴とする。
【００４９】
　例えば、入力された映像信号の一定輝度以下の暗部を一定にスライスしたり、一定輝度
以上のまぶしい部分のレベルを上げるなどの非線形変換処理をした後、画面内の平均を求
め輝度評価値とし、それに基づいて光源を制御することにより、輝度の分布状態を直接検
出することなく、輝度の分布状態により制御特性に差を持たせる構成が有効である。
【００５０】
　このように、映像の輝度分布に依存して光出力量の制御特性を変化させることにより、
映像内容に応じてより違和感なく光量の低減を行うことができる。例えば、ＡＰＬ－ＡＧ
Ｃを行う場合に、平均的に暗めの場合は輝度をあまり低減せず細部が見やすい
状態を保ち、同じ平均輝度でも一部が極端に明るい場合には、眩しさを抑えるために多め
に輝度を低減するような特性を得ることができる。
【００５１】
　また、請求項２０記載の発明は、光源から照射された光出力を複数の表示素子で制御す
ることにより映像を表示する映像表示装置において、入力された映像信号に基づいて、前
記表示素子を制御するとともに前記光源の光出力量を制御する手段を具備し、前記制御手
段は、前記映像信号に含まれた輝度情報のピーク値に基づいて、前記光源の制御を行うと
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ともに、前記光源の光出力量を低下させる場合は、前記映像信号に含まれたまたは重畳さ
れるテキスト情報を無視して前記表示素子の変調度を増加させることを特徴とする。
【００５２】
　このように、字幕等のテキスト情報を無視して光源の制御と変調度の増加を行うことで
、より省電力効果を高めることができる。例えば、映像のピーク輝度に合わせて光源を連
動変調させることで、輝度変調レンジの拡大を図る手法において、ピーク輝度を検出する
際に字幕部分の輝度情報は無視し、さらに字幕部分の信号量が飽和しても放置する。これ
により、字幕に対する処理をすることなく、かつ暗いシーンに眩しい字幕がある場合など
は素の明るさを自動的に抑える効果があり、見やすい字幕、省電力効果、字幕以外の本来
のシーンの変調レンジが確保でき、階調の滑らかさやコントラストの確保ができる。
【００５３】
　字幕を検出する方法の例としては、デジタル放送などのクローズドキャプション分は、
スーパーインポーズ合成前のデータをそのまま使用して精度を上げることも可能である。
この場合、液晶素子の変調制御後に合成すれば飽和すらも防げるという効果が期待できる
。
【００５４】
　また、請求項２１記載の発明は、光源から照射された光出力を複数の表示素子で制御す
ることにより映像を表示する映像表示装置において、入力された映像信号に基づいて、前
記表示素子を制御するとともに前記光源の光出力量を制御する手段を具備し、前記制御手
段は、前記光源の光出力量を低下させる場合は、前記表示素子の変調度を増加させるとと
もに前記映像信号の高域を強調することを特徴とする。
【００５５】
　このように、暗いシーンでの光量低下および変調増加と連動させて高域強調（シャープ
ネス）を同時に行うことにより、暗部のコントラスト感を出し視認性を上げることができ
るため、同じ見栄えであればさらに光量を低下させることができる。尚、暗いシーンに連
動してシャープネスを２～３回増加させても良い。
【００５６】
　また、請求項２２記載の発明は、光源から照射された光出力を複数の表示素子で制御す
ることにより映像を表示する映像表示装置において、入力された映像信号に基づいて、前
記表示素子を制御するとともに前記光源の光出力量を制御することにより、前記映像信号
によって表現される映像の表示輝度変化を緩和する手段と、前記映像信号の輝度変化速度
を検出する手段とを具備し、前記緩和手段は、前記変化速度が速い場合は、前記表示素子
の制御で対応し、前記変化速度が遅い場合は、前記光源の制御で対応することを特徴とす
る。
【００５７】
　このように、映像信号の輝度変化速度に応じて制御の比重を変えることで、変化の速い
シーンに対しては急激な変化成分を液晶変調度側に持たせることにより変化を緩和して目
にやさしい映像を表示する時に、時間ずれを少なく高精度に制御することが可能になる。
また、請求項２３記載の発明は、光源から照射された光出力を複数の表示素子で制御する
ことにより映像を表示する映像表示装置において、前記光源の光出力量をパルス信号で定
義した調光信号を生成する調光信号生成手段と、前記調光信号に基づいて映像表示頻度の
基準となる単位フレーム内に複数のパルス信号を存在させる手段と、前記複数のパルス信
号に基づいて前記光源の光出力制御を行う手段とを具備することを特徴とする。
【００５８】
　このように、もとの調光信号の調光情報に基きまたは独自に生成する調光信号を１フレ
ームにつき複数のパルス信号とすることで、光源点滅の基本波成分比率を減らすことがで
きるため、映像のフレーム周波数が５０Ｈｚや６０Ｈｚの場合であってもフリッカを低減
することができる。この構成は、光源を画面の上下方向に分割し、表示素子の走査と同方
向に順次同期点灯させる順次点灯方式を行う場合に特に有効である。この順次点灯方式に
ついては、特開２００５－０９９３６７号公報でも説明されている。
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【００５９】
　また、請求項２４記載の発明は、光源から照射された光出力を複数の表示素子で制御す
ることにより映像を表示する映像表示装置において、入力された映像信号に含まれた輝度
情報に基づいて、該映像信号の基準となる単位フレーム内に複数のパルス信号を生成する
手段と、前記複数のパルス信号に基づいて前記光源の光出力制御を行う手段とを具備する
ことを特徴とする。このように、映像信号に基づいて１フレーム内に複数の調光信号を生
成しても良い。
【００６０】
　また、請求項２５記載の発明は、光源から照射された光出力を複数の表示素子で制御す
ることにより映像を表示する映像表示装置において、入力された映像信号に基づいて、前
記表示素子を制御する手段と、前記映像信号に含まれたフレーム信号に同期させて複数の
パルス信号を生成する手段と  前記複数のパルス信号に基づいて前記光源の光出力制御を
行う手段とを具備し、前記パルス信号の生成は、前記表示素子の状態遷移期間を優先的に
避けて前記各パルス信号の幅および／または位相を決定することにより行われることを特
徴とする。
【００６１】
　このように、映像フレームに同期させてパルス分割を行うとともに、表示素子の状態遷
移期間を避けてパルス信号を配置することで、より高画質化、低消費電力化を向上させる
ことができる。本構成は前述の順次点灯方式に有効である。
【００６２】
　パルス分割の例としては、例えば、光源の点灯期間を制御するバースト信号を映像フレ
ームに同期させて必ず２連発にし、フルデューティから下げる時は、まずバースト信号の
立上がり端から液晶遷移時間分の間隔を空けてゆき、遷移時間分の色歪みを回避しコント
ラストを高めると共に、液晶の実質的応答時間改善と時間開口率が下がることによる動画
応答改善を図る、さらにデューティを下げる場合には、２つのバースト信号間の間隔も空
けてゆくことで基本波成分の増加を抑え、フリッカの発生を抑制する。さらに絞る時は２
つのバースト信号をそれぞれ絞っていきさらに動画応答改善を図る。
【００６３】
　また、請求項２６記載の発明は、光源から照射された光出力を複数の表示素子で制御す
ることにより映像を表示する映像表示装置において、入力された映像信号に基づいて、前
記表示素子を制御する手段と、前記映像信号に含まれたフレーム信号に同期させて複数の
パルス信号を生成する手段と、前記複数のパルス信号に基づいて前記光源の光出力制御を
行う手段とを具備し、前記パルス信号の生成は、前記各パルス信号の幅および／または位
相を所定の関係に従って決定することにより行われることを特徴とする。
【００６４】
　このように、映像フレームに同期させてパルス分割を行うとともに、パルス信号の幅お
よび／または位相を所定の関係に従って制御することで、ビートの発生を抑制することが
できる。本構成は前述の順次点灯方式に有効である。パルス信号の制御方法としては、各
パルス信号の分割比や間隔を制御することが可能である。
【００６５】
　また、請求項２７記載の発明は、光源から照射された光出力を複数の表示素子で制御す
ることにより映像を表示する映像表示装置に組み込まれる信号処理回路において、前記光
源の光出力量の基準となる調光信号を生成する手段と、前記映像信号とは別の信号に基づ
いて前記調光信号を加工する手段とを具備することを特徴とする。
【００６６】
　また、請求項２８記載の発明は、複数の液晶素子の背面に設けられたバックライト光源
の光出力を制御する液晶バックライト制御装置において、前記バックライト光源の制御基
準となる調光信号を生成する手段と、前記調光信号とは別の信号に基づいて前記調光信号
を加工する手段とを具備することを特徴とする。
【００６７】
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　また、請求項２９記載の発明は、複数の液晶素子の背面に設けられたバックライト光源
の光出力を制御する液晶バックライト制御方法において、前記バックライト光源の制御基
準となる調光信号を生成するステップと、前記調光信号とは別の信号に基づいて前記調光
信号を加工するステップとを具備することを特徴とする。
【００６８】
　尚、上記各発明において、光源の制御に利用する映像信号はアナログでもデジタルでも
良く、また、信号の形態は、ＲＧＢ信号、ＹＣ信号、コンポジット信号、コンポーネント
信号のいずれの形態であっても良い。
【００６９】
また、映像信号は、チューナの出力信号、端子の出力信号、画像処理前の信号、画像を一
部処理した後の信号、画像を完全に処理した後の信号、液晶制御後の信号、制御回路を経
由した信号等、輝度情報を含む信号であれば、どこから得ても良い。
【発明の効果】
【００７０】
　以上説明したように、本発明によれば、各種の光源制御によるり、明るい場面でのまぶ
しさを抑えたり、急激な輝度変化を抑圧したり、フリッカを抑圧したりして、より自然で
見やすい映像表示にすると同時に、消費電力低減を図ることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００７１】
　以下、本発明の実施形態を添付図面を参照して詳細に説明する。尚、本発明は、以下説
明する実施形態に限らず適宜変更可能である。
【００７２】
　図１は、第１の実施形態に係る映像表示装置の構成を示すブロック図である。同図に示
すように、本映像表示装置は、映像信号を外部から入力するフロントエンド部１００と、
入力した映像信号を処理する映像処理部２００と、この処理された信号に基づいて映像表
示を行うディスプレイ部３００とで構成される。
【００７３】
　フロントエンド部１００には、アナログ放送やデジタル放送を受信して圧縮信号をデコ
ードするチューナ１０２と、ＲＧＢ、Ｄ端子、ＨＤＭＩ（Ｈｉｇｈ　Ｄｅｆｉｎｉｔｉｏ
ｎ　Ｍｅｄｉａ　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ）端子等の映像信号入力用のインターフェースが設
けられる。セレクタ１０４は、外部から入力された映像信号を入力インターフェースとし
て機能するチューナ、ＲＧＢ端子、Ｄ端子、ＨＤＭＩ端子のうちから選択し、この選択し
た映像信号を画像処理回路２０２に出力する。
【００７４】
　映像処理部２００には、フロントエンド部１００から入力された各種の映像信号を処理
する画像処理回路２０２と、操作系や装置内の全体制御を行う制御回路２０４が設けられ
る。
【００７５】
　画像処理回路２０２は、色空間変換、ＩＰ変換（飛び越し走査から順次走査への変換）
、スケーリング（解像度変換）、画質向上および調整処理等の画像形成に必要な処理を行
い、制御回路２０４は、外部のリモコン４００や図示しないユーザインターフェースを介
して指示された操作を所定の制御コマンドに変換し、画像処理回路２０２、液晶制御回路
３０２、バックライト制御回路３０４などに出力する。同図中では、バックライト制御回
路３０４へ出力する信号を制御信号Ａで示し、画像処理回路２０２へ出力する信号を制御
信号Ｂで示す。これら制御信号ＡおよびＢには輝度情報が含まれ、例えば、この輝度情報
に基づいてバックライト制御回路３０４による光源の制御が行われる。
【００７６】
　ディスプレイ部３００には、所定数の液晶素子で構成された液晶パネル３０６と、該液
晶パネルの背面に配置され、液晶素子に背面から光を照射するバックライト３０８と、液
晶パネル３０６内に設けられた液晶素子の透過率を制御する液晶制御回路３０２と、バッ
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クライト３０８の光出力量を制御するバックライト制御回路３０４と、外光の明るさを検
出し、その結果を直接（図中実線）または制御回路を介して（図中点線）バックライト制
御回路に出力する外光センサ３１０とが設けられる。
【００７７】
　バックライト３０８は、複数のバックライト光源ＢＬ１～ＢＬ４で構成され、これらの
光源は、バックライト制御回路３０４によって一括または独立に制御される。
【００７８】
　図２は、図１に示したバックライト制御回路の周辺構成を示すブロック図である。同図
に示すバックライト制御回路３０４には、前図に示した制御回路２０４または画像処理回
路２０２が生成した調光信号を加工する調光信号加工回路３２０と、この加工した加工調
光信号に基づいてバックライト３０８を駆動するインバータ回路３２２とが設けられる。
尚、同図に示す例では、制御信号Ａに調光信号が含まれるものとする。
【００７９】
　調光信号加工回路３２０は、前図に示したフロントエンド部１００または画像処理回路
２０２が出力した映像信号に含まれた輝度情報に基づいて、制御回路２０４が出力する制
御信号Ａに含まれた調光信号または画像処理回路２０２が出力した調光信号を加工し、そ
の結果を加工調光信号としてインバータ回路３２２に出力する。
【００８０】
　インバータ回路３２２は、加工調光信号に基づいて交流電力を生成し、この生成した電
力を前図に示すバックライト３０８に供給する。
【００８１】
　図３は、図２に示した調光信号加工回路が行う処理例を示す概念図である。同図に示す
ように、調光信号加工回路は、映像の入力平均輝度レベルの増加に対応させてバックライ
トの輝度を低下させる処理を行う。この処理で用いられる映像の入力平均輝度レベルは、
映像信号に含まれた各画素の輝度情報を平均することにより算出することができる。尚、
同図に示すように、バックライトの減光開始ポイントを一定の入力平均輝度以上に設定す
ることで、暗いシーンでのコントラストを向上させることができる。
【００８２】
　図４は、入力平均輝度レベルを算出する方法の例を示す回路図である。映像信号がＲＧ
Ｂで出力される場合は、同図に示すように、ＲＧＢ信号のそれぞれを抵抗Ｒｒ、Ｒｇ、Ｒ
ｂを介して合成して輝度信号を生成する。そしてその輝度信号を非線形回路３５０に入力
することで、一定以下の暗い映像では減光を開始しないような猶予特性や、輝度の高い部
分には累進的なゲイン特性を持たせて重点的に扱うなどの最適な非線形変換を行った後、
ローパスフィルタ３５２で平均化することにより、入力平均輝度レベルを求めることがで
きる。
【００８３】
　ここで、ＲＧＢの各信号が輝度に寄与する割合は、抵抗Ｒｒ、Ｒｇ、Ｒｂで調整するこ
とが可能であり、これらの比率を最適化することで、より自然なＡＰＬ－ＡＧＣ制御を行
うことができる。この入力平均輝度レベルを算出する回路は、図１に示した画像処理回路
２０２の後段に設けても、画像処理の一部を行った中間出力に設けても、フロントエンド
部１００のＲＧＢ端子に接続しても良い。
【００８４】
　図５は、図２に示したバックライト制御回路の動作例を示すタイミングチャートである
。同図に示す例では、映像信号が１秒間に６０フレームの速度で更新され、１／６０秒ご
とに映像データＦｒａｍｅ１、Ｆｒａｍｅ２，Ｆｒａｍｅ３・・・の順に調光信号加工回
路に入力される。同時に調光信号がバックライトの点灯期間を示すバースト信号として調
光信号加工回路に入力される。
【００８５】
　ここで、同図に示すように、調光信号加工回路が映像信号から算出した入力平均輝度レ
ベルがＦｒａｍｅ１、Ｆｒａｍｅ２，Ｆｒａｍｅ３の順に増加してゆく場合は、平均輝度
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レベルの増加に合わせてバックライトの光量が低減する方向に、パルス幅の加工された加
工調光信号が生成される。
【００８６】
　このとき、映像信号に対して入力平均輝度レベルの算出遅れが生じるため、実際にバッ
クライトが制御されるタイミングは、１～数フレームの遅れを生じるが、映像信号も表示
までに同程度遅れるため映像に違和感を与えるほどの時間差は生じない。同図には、入力
平均輝度レベルの増加に伴って加工調光信号の幅が狭くなってゆく例を示している。
【００８７】
　インバータ回路から出力される交流電力は、加工調光信号がＯＮとなる期間に出力され
、このＯＮ期間にバックライト光源へパワーが供給される。
【００８８】
　尚、同図においては、調光信号や加工調光信号をパルス形式としその幅でバックライト
調光情報を示す例としたが、バックライト輝度情報を示すものであれば、アナログ電圧や
パルス密度変調、パルス周波数変調、パラレルまたはシリアルのデジタル符号などいかな
る形式であっても構わない。このことは以下の実施形態においても同様とする。
【００８９】
　図６は、入力平均輝度レベルの増加と、バックライト輝度の低減と、映像表示輝度との
関係を示すタイミングチャートである。同図に示すように、入力平均輝度レベルが増加す
ると、バックライトの光量が低減されて、バックライト輝度が減少する。
【００９０】
　その結果、入力平均輝度レベルが増加した映像と光量が低減したバックライト出力とが
合成され、ディスプレイ上に表示される映像表示輝度が本制御を行わない場合の表示輝度
（図中点線）よりも低減されて、眩しさの緩和と省電力効果が得られる。
【００９１】
　図７は、第２の実施形態に係るバックライト制御回路の構成を示すブロック図である。
本実施形態の説明では、前述の第１の実施形態と異なる点を説明し、説明を省略した部分
については第１の実施形態と同様に構成される。
【００９２】
　この実施形態では、同図に示すように、調光信号加工回路３２０が前図に示した外光セ
ンサ３１０から入力された照度信号に基づいて、画像処理回路２０２から入力された調光
信号を加工し、この加工後の加工調光信号でインバータ回路３２２が駆動される。
【００９３】
　図８は、図７に示した調光信号加工回路が行う処理例を示す概念図である。同図に示す
ように、調光信号加工回路は、照度信号が示す外光照度の増加に対応させてバックライト
の輝度を増加させる処理を行う。これにより、明るい環境で視聴する際には十分なバック
ライト輝度が確保され、暗い環境で視聴する際にはバックライト輝度の低下による省電力
化と眩しさの低減が図られる。
【００９４】
　図９は、図７に示したバックライト制御回路の動作例を示すタイミングチャートである
。同図に示す例は、照度信号に基づいて、画像処理回路が生成した調光信号を加工する例
である。
【００９５】
　同図に示すように、調光信号加工回路は、映像信号のＦｒａｍｅ２で照度信号が下がる
とその時点で調光信号のパルス幅を加工してバックライト光量を低減させる。その結果、
周囲が暗くなっても見やすく、かつ、省電力効果が得られるバックライト光量を出力する
ことができる。尚、同図では解り易い様に１フレーム後に追従するように記載したが、実
際には人が歩いただけの僅かな外光変化や、自らの画面の映像の部屋内での反射などに不
必要に敏感に反応しないよう、照度信号に例えば数秒程度の時定数応答特性を持たせるこ
とで反応感度を抑えておくことが望ましい。
【００９６】
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　図１０は、第３の実施形態に係るバックライト制御回路の構成を示すブロック図である
。本実施形態の説明では、前述の各実施形態と異なる点を説明し、説明を省略した部分に
ついては各実施形態と同様に構成される。この実施形態では、同図に示すように、外光セ
ンサ３１０からの照度信号に加えて映像信号をも考慮して調光信号が加工される。
【００９７】
　図１１は、図１０に示した調光信号加工回路が行う処理例を示す概念図である。同各図
に示すように、調光信号加工回路は、映像の入力平均輝度レベルの増加に対応させてバッ
クライトの輝度を低下させる処理を行うとともに（同図（ａ））、照度信号が示す外光照
度の増加に対応させてバックライトの輝度を増加させる処理を行う（同図（ｂ））。これ
により、平均輝度レベルの高い映像や暗い環境で視聴する際の眩しさを抑えるとともに省
電力化が図られる。この例では、同図（ａ）と（ｂ）の両処理が同時に適用されるため、
暗い環境下で明るい映像を見る場合に最も省電力効果が得られ、かつ、眩しさの低減が図
られる。
【００９８】
　図１２は、図１０に示したバックライト制御回路の動作例を示すタイミングチャートで
ある。同図に示す例では、入力平均輝度レベルと照度信号とに基づいて、画像処理回路が
生成した調光信号が加工される。
【００９９】
　同図に示すように、調光信号加工回路は、映像信号のＦｒａｍｅ２における入力平均輝
度レベルの増加と照度信号の低下に基づき調光信号のパルス幅を加工してバックライト光
量を低減させる。その結果、視聴者にとって見やすく省電力効果が得られるバックライト
光量を出力することができる。尚、同図では、フレームごとに段階的に変化する入力平均
輝度レベルを利用する例を示したが、図５に示したように連続的に変化する入力平均輝度
レベルを利用しても良い。
【０１００】
　図１３は、第４の実施形態に係るバックライト制御回路の構成を示すブロック図である
。本実施形態の説明では、前述の各実施形態と異なる点を説明し、説明を省略した部分に
ついては各実施形態と同様に構成される。この実施形態では、同図に示すように、調光信
号の合成と調光方式の再配分が行われる。
【０１０１】
　同図に示す調光方式再配分回路３２０は、映像の内容や加工後の加工調光信号の情報に
応じて複数の調光方式の再配分を行う。例えば、バックライトに流す電流の値または電流
の高周波キャリア・デューティ比などを変調し、平均電流を制御するアナログ調光手段と
、電流を数十ヘルツ～数百ヘルツなどのある程度長周期でオン、オフ点滅を繰り返し、そ
のデューティ比により視覚的に変調するデジタル調光手段を有し、加工後の加工調光信号
が所定のレベル以上である場合には、アナログ調光のみ可変とし、所定のレベル以下であ
る場合にはデジタル調光のみ可変とし、その総合で所望の調光を行う等の処理が行われる
。
【０１０２】
　図１４は、図１３に示した調光信号加工回路が行う処理例を示す概念図である。前図に
示した調光信号加工回路は、映像の入力平均輝度レベルの増加に対応させてバックライト
の輝度を低下させる処理を行うが、ここで、調光方式再配分回路は、同図に示すように、
バックライトの光量を示す加工調光信号に応じてアナログ調光とデジタル調光の配分を行
う。
【０１０３】
　同図に示す例では、加工調光信号がＤ１からＤ２に増加する区間ではデジタル調光のＤ
ｕｔｙを一定の比率で増加させ、加工調光信号がＤ２からＤ３に増加する区間ではアナロ
グ調光の電流量を一定の比率で増加させる。その結果、バックライトの輝度は、デジタル
調光量とアナログ調光量の積に所定の係数を乗じた値に制御され、結果として所望の輝度
がデジタル調光とアナログ調光の分配によって実現される。
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【０１０４】
　尚、アナログ調光のカーブとデジタル調光のカーブは、その積が所望の調光制御特性に
なればよく、アナログ調光とデジタル調光がある配分で同時に変化する部分があるなど、
同図の曲線やその分配比率に限定されるものではない。
【０１０５】
　　図１５は、図１３に示したバックライト制御回路の動作例を示すタイミングチャート
である。同図に示す例では、入力平均輝度レベルに基づいて調光信号が加工され、この加
工された加工調光信号に基づいて、アナログ調光とデジタル調光の配分が行われる。
【０１０６】
　その結果、インバータ回路からは、同図中の交流電力で示したように、アナログ調光量
を変化させる期間（図中のＦｒａｍｅ１、Ｆｒａｍｅ２）はアナログ調光信号に従って振
幅の変化を伴う交流電力が出力され、デジタル調光量を変化させる期間（図中のＦｒａｍ
ｅ３以降）はデジタル調光信号がＯＮになる間アナログ調光信号が示す振幅の交流電力が
出力され、これらの調光方式の積でバックライト輝度が制御される。尚、この例では、ア
ナログ調光量を変化させる期間はデジタル調光信号が常にＯＮに設定され、デジタル調光
を変化させる期間はアナログ調光信号が最小値に設定されるが、これに限定されずデジタ
ル調光量とアナログ調光量を同時に変化させる等の制御を行ってもよい。
【０１０７】
　図１６は、第５の実施形態に係る映像表示装置の構成を示すブロック図である。本実施
形態の説明では、前述の各実施形態と異なる点を説明し、説明を省略した部分については
各実施形態と同様に構成される。この実施形態では、同図に示すように、制御回路２０４
が出力する制御信号をバックライト制御回路３０４が加工することで、バックライト光量
の制御と同時に液晶変調ゲインの制御も行われる。
【０１０８】
　この構成において、バックライト制御回路３０４には、フロントエンド部１００からの
映像信号がセレクタ１０４を介して分岐入力され、この分岐された映像信号に基づいて、
バックライトの光量制御と液晶変調ゲイン制御が行われる。
【０１０９】
　図１７は、図１６に示したバックライト制御回路の構成を示すブロック図である。同図
に示すように、調光信号生成回路３２１は、前図に示したフロントエンド部１００から受
信した映像信号に含まれた輝度情報に基づいて調光信号を生成しインバータ回路３２２に
出力するととともに、制御回路２０４から直接もしくはＩＦ中継回路３２６を介して受信
した制御信号Ａ中に含まれた液晶変調ゲイン情報を加工する。
【０１１０】
　そして、この加工した液晶変調ゲイン情報を元の制御信号Ａに含めた制御信号Ａ‘をＩ
Ｆ中継回路３２６を介して前図に示した画像処理回路２０２または液晶制御回路３０２に
出力する。
【０１１１】
　加工後の液晶変調ゲインを直接または画像処理回路２０２を介して受信した液晶制御回
路３０２は、この加工後の液晶変調ゲインに従って液晶パネル３０６内に設けられた液晶
素子を制御する。これら一連の制御の結果として、バックライト制御と液晶制御を連動さ
せた省電力制御が行われる。
【０１１２】
　尚、ＩＦ中継回路３２６では、制御回路２０４から画像処理回路２０２を直接制御する
制御信号は通過させ、バックライト制御や液晶変調に関係するものは調光信号生成加工回
路３２１が一旦受け取りって適宜加工する。これらの加工された情報を含む総合加工後の
制御信号Ａ‘はは画像処理回路２０２が受信可能な形式で出力される。
【０１１３】
　図１８は、図１７に示した調光信号生成回路が行う処理例を示す概念図である。同図（
ａ）に示すように、調光信号生成回路は、映像の入力ピーク輝度または入力平均輝度レベ
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ルの減少に対応させてバックライトの輝度を減少させる処理を行うとともに、同図（ｂ）
に示すように、このバックライト輝度の減少に連動させて、液晶変調度を増加させること
で、見た目の映像を変化させることなく暗いシーンにおける省電力化を図ることができる
。またこの場合、液晶変調ゲインを上げたことにより、暗部の階調数が増加し、それと連
動してバックライト輝度を下げたことにより、黒がしっかり再現できるようになるため暗
部コントラストも改善される。
【０１１４】
　尚、バックライトと液晶の合成で表示される映像の表示輝度のゲインは、同図（ｃ）に
示すように、バックライトの輝度と液晶変調ゲインの積となり、この値は表示輝度の変化
による違和感を与えないよう一定の値に設定される。
【０１１５】
　図１９は、図１７に示した調光信号生成回路が行う他の処理例を示す概念図である。調
光信号生成回路が行う処理としては、同各図に示すように、点線で示した図３の処理と実
線で示した図１８の処理を組み合わせることも可能である。これらの制御はそれぞれ独立
に行われ、入力ピーク輝度や入力平均輝度のレベルに応じて、両処理の効果をそれぞれ得
ることができるが、場合によっては、１点鎖線で示したような両処理の相乗効果も期待で
きる。
【０１１６】
　図２０は、第６の実施形態に係る映像表示装置の構成を示すブロック図である。本実施
形態の説明では、前述の各実施形態と異なる点を説明し、説明を省略した部分については
他の実施形態と同様に構成される。この実施形態では、同図に示すように、フロントエン
ド部１００から出力された映像信号をバックライト制御回路３０４が一旦受け取り、ここ
で映像信号が加工された後、画像処理回路２０２に入力される。
【０１１７】
　図２１は、図２０に示したバックライト制御回路の構成を示すブロック図である。同図
に示すように、輝度制御信号生成回路３３２は、前図に示したフロントエンド部１００か
ら受信した映像信号に含まれた輝度情報に基づいて輝度制御信号を生成し、この生成した
輝度制御信号を映像信号加工回路３３０と調光信号加工回路３２０に出力する。
【０１１８】
　調光信号加工回路３２０は、輝度制御信号に基づいて、制御回路２０４から受信した制
御信号Ａに含まれた調光信号を加工して、この加工生成した新たな加工調光信号を出力す
る。
【０１１９】
　同時に、映像信号加工回路３３０は、輝度制御信号に基づいて映像信号を加工し、この
加工後の加工映像信号を画像処理回路２０２に出力する。画像処理回路２０２はこの加工
映像信号に基づいて液晶素子を制御する。
【０１２０】
　この例では画像処理回路の手前の映像信号をバックライト制御回路で加工するようにし
たが、画像処理回路の出力映像信号を加工して液晶制御回路に送ってもよく、また、画像
処理回路の途中からもらった映像信号を加工後画像処理回路内の次の処理段階に送り返す
ようにしても良い。
【０１２１】
　図２２は、図２１に示したバックライト制御回路の動作例を示すタイミングチャートで
ある。同図に示すように、この実施形態においても図５を用いて説明したＡＰＬ－ＡＧＣ
制御を行うことができる。
【０１２２】
　図２３は、第７の実施形態に係るバックライト制御回路の構成を示すブロック図である
。本実施形態の説明では、前述の各実施形態と異なる点を説明し、説明を省略した部分に
ついては各実施形態と同様に構成される。この実施形態では、同図に示すように、バック
ライト３０８に設けられた４つの光源ＢＬ１～ＢＬ４が独立に制御される。
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【０１２３】
　この構成において、調光信号加工回路３２０は、映像信号に含まれた輝度情報に基づい
て、制御信号Ａに含まれた調光信号を加工し、各光源ＢＬ１～ＢＬ４制御するための加工
調光信号１～４を生成する。
【０１２４】
　インバータ回路３２２は、調光信号Ｄｉｍ１’～Ｄｉｍ４’に基づいて、交流電力ＰＷ
Ｒ１～ＰＷＲ４をそれぞれ生成し、各光源ＢＬ１～ＢＬ４を独立駆動する。尚、このよう
に光源ＢＬ１～ＢＬ４を独立に駆動する構成は他の実施形態にも適用可能である。
【０１２５】
　図２４は、図２３に示した調光信号加工回路が行う処理例を示す概念図である。同図に
示すように、調光信号加工回路は、光源ＢＬ１～ＢＬ４の照光範囲に対応させて分割され
た映像領域Ａｒｅａ１～Ａｒｅａ４の平均輝度レベルＡＰＬをそれぞれ算出し、映像エリ
アごとにこの算出した入力平均輝度レベルの増加に対応させてバックライトの輝度を低下
させるエリア別ＡＰＬ－ＡＧＣ制御を行う。
【０１２６】
　同図に示す例では、画面上側の映像領域Ａｒｅａ１、Ａｒｅａ２の平均輝度レベルがそ
れぞれ９０、８０と高くなるため、これに対応させて同図ＢＬ輝度例１に示すようにバッ
クライトの輝度をそれぞれ６５、７５に設定することで眩しさを抑える。また、画面下側
の映像領域Ａｒｅａ３、Ａｒｅａ４の平均輝度レベルは、それぞれ４０、３０と低くなる
ため、これに対応させてバックライトの輝度をそれぞれ９０、１００に設定することで暗
部、明部それぞれを見やすい明るさに調整する。これにより、画面全体を一括して行う場
合に比べて、暗部とも明部双方の視認性を向上させた逆光補正のような効果をもたらすと
共に、より効果的な省電力化が可能になる。
【０１２７】
　このとき、隣接映像領域間に極端なバックライト輝度差をつけることは明るさの変化に
段が付き不自然さをもたらすので望ましくない。そのため、隣接映像領域間のバックライ
ト輝度は一定の差または比の範囲に入るように制限を設ける。また、各映像領域の入力平
均輝度のモーメントを求めてそれに応じた輝度傾斜をつけるようにしても良い。例えば、
同図ＢＬ輝度例２に示すように、画面の上側が明るい映像では、Ａｒｅａ１、Ａｒｅａ２
、Ａｒｅａ３、Ａｒｅａ４の順に７０，８０，９０，１００というように徐々に一定傾斜
で光源の輝度を増加させる。これにより、より自然な画像で同様の効果を得ることができ
る。
【０１２８】
　図２５は、図２３に示したバックライト制御回路の動作例を示すタイミングチャートで
ある。同図に示すように、光源ＢＬ１～ＢＬ４を制御する加工調光信号１～４と、交流電
力１～４とは、映像信号の１フレーム内に所定の位相差で順次点灯制御される。尚、光源
ＢＬ１～ＢＬ４の点灯制御は、順次点灯でなくても全エリア同位相の同時点灯制御として
も良い。
【０１２９】
　図２６は、ＡＰＬ－ＡＧＣの基本動作を示すタイミングチャートである。同図に示すよ
うに、ＡＰＬ－ＡＧＣは、例えば、映像が３０％から１００％の明るさに急激に変化した
場合に、バックライト輝度を１００％から７０％へ低下させることで、表示輝度を７０％
に抑える手法である。
【０１３０】
　図２７は、前述した各実施形態に係る映像表示装置が実行可能な処理例であって、映像
の明るさが変化したときの知覚順応制御例を示すタイミングチャートである。本制御例で
は、同図に示すように、入力平均輝度レベルが急激に増加した時バックライトの輝度を本
来のＡＰＬ－ＡＧＣの目標値よりも大きめに低下させ、その後、所定の時定数を持たせて
徐々に輝度を増加させる視覚の順応期間を作りながら、本来のＡＰＬ－ＡＧＣの目標値に
収束させる。
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【０１３１】
　その結果、液晶素子とバックライト出力光で合成された映像の表示輝度は、順応期間に
より徐々に明るくなる期間が設けられる。例えば、例えば、映像が３０％から１００％の
明るさに急激に変化した場合には、通常のＡＰＬ－ＡＧＣでは１００％から７０％へ抑え
るところを変化の直後には一旦変化を強調して５０％まで抑えてから徐々に７０％にする
。得られた表示輝度は３０％から一旦変化が大きく抑圧されて５０％まで変化し、その後
徐々に７０％に達する。これにより、人間の目には急激なシーンチェンジなどの違和感や
疲労感がなくなり、かつ、効果的な省電力化が期待できる。
【０１３２】
　尚、同図に示すタイミングに、映像の明るさが変化したときのバックライト制御遅延時
間と、映像表示時間遅延の間に差が有ると入力平均輝度変化点において結果的に表示輝度
に不自然なハザードが発生するため、時間差を補正することが望ましい。
【０１３３】
　この遅延補正は、フロントエンド部や映像処理部の時間差信号を利用して行うことがで
きる。例えば、ハイビジョン信号と並行して出力される時間の進んだＮＴＳＣ信号を利用
してＡＰＬ計算を行うことでＡＰＬの応答遅れを解消することで、より目にとって自然な
映像効果と省電力効果を得ることができる。その場合、元々もしくは時間差映像信号を使
用したためにＡＰＬの方が相対的に進みすぎる場合は、ＡＰＬ制御信号をフレーム単位で
遅延させることにより遅延差を解消することができる。
【０１３４】
　図２８は、前述した各実施形態に係る映像表示装置が実行可能な処理例であって、映像
の明るさが変化する前後に順応期間を設けた例を示すタイミングチャートである。本制御
例では、同図に示すように、平均輝度レベルＡＰＬが増加する前後でバックライトの輝度
を変化させ順応期間を長く取ることで、より目に優しく省電力効果の高い制御が提供され
る。
【０１３５】
　例えば、時間差信号の利用によって次に来る映像が３０％から１００％の明るさに変化
すると判明した場合には、明るさ３０％の映像のときにバックライト輝度をあらかじめ徐
々に増加させておき（図中、順応期間Ａ）、映像の明るさが１００％に変化するタイミン
グで、通常のＡＰＬ－ＡＧＣでは９０％から７０％へ抑えるところを一旦変化を強調して
５０％まで抑えてから徐々に７０％にする（図中、順応期間Ｂ）。得られた表示輝度は映
像の明るさが変化する前で３０％から４０％まで徐々に変化し、映像の明るさが変化する
と同時に４０％から５０％に増加し、映像の明るさが変化した後５０％から徐々に７０％
に達する。これにより、人間の目には急激なシーンチェンジなどの違和感や疲労感がなく
なり、かつ、効果的な省電力化が期待できる。
【０１３６】
　尚、同図中の説明では、映像の明るさが変化するタイミングでは、表示輝度の変化とし
て４０％から５０％への変化成分を残すことで映像本来の明るさ変化が表現されるよう構
成したが、このような変化成分を残さずに変化の前後にわたって３０％から７０％まで徐
々になめらかに変化させても良い。また、変化成分として残す量は、順応期間の長さや映
像の明るさ変化度合いに応じて適宜設定しても良い。
【０１３７】
　図２９は、前述した各実施形態に係る映像表示装置が実行可能な処理例であって、ＡＰ
Ｌ－ＡＧＣの制御特性を画面内の輝度分布状況に応じて変化させた場合の例を示す概念図
である。本制御例では、同図に示すように、画面内の輝度分布が均一に広がる映像の制御
特性（図中、「輝度分布均一映像」で示した曲線）と、輝度分布に偏りがある場合の映像
の制御特性（図中、「輝度分布集中映像」で示した曲線）とで異なる特性を持たせる。
【０１３８】
　例えば、同じ平均輝度の映像であっても、平均的に暗い場合と極端に明るい部分が小面
積ある場合で異なる応答を持たせることで、より高輝度部分が集中した場合のまぶしさを
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抑えることができ自然な画質とすることができる。
【０１３９】
　図３０は、字幕処理を行う場合の映像表示装置の構成を示すブロック図である。同図に
示す例では、フロントエンド部１００から出力された映像信号ＶＤが調光信号生成回路３
２１に入力され、フロントエンド部１００から出力されたテキスト信号ＴＥＸＴが画像処
理回路２０２に入力される。
【０１４０】
　調光信号生成回路３２１は、テキスト情報を除く映像信号のピーク輝度あるいは入力平
均輝度に基づいて、調光信号を生成し、この信号でインバータ回路３２２を駆動するとと
もに、映像信号を加工して画像処理回路２０２に出力する。また、別の例としては映像信
号は加工前のまま画像処理回路にも分岐して入力し（図中点線）、調光信号生成回路から
を画像処理回路または液晶制御部にバックライトと連動した液晶変調ゲイン信号（図中括
弧）を送ることでも達成できる。
【０１４１】
　ここで、省電力制御を目的としてバックライトの輝度を低下させた場合、画像処理回路
２０２は、字幕部分が飽和してもこれを無視して変調度を上げる。即ち、ピーク輝度に合
わせて液晶変調ゲインとバックライトを連動変調させることで、輝度変調レンジの拡大を
図る手法において、ピーク輝度を検出する際に字幕部分の輝度情報は無視し、かつ、字幕
部分の信号量が飽和しても放置する。これにより、字幕に対する処理をすることなく、画
像の明るさに応じた見やすい字幕、省電力効果、変調レンジが確保できる。
【０１４２】
　字幕を検出する方法の例としては、デジタル放送などのクローズドキャプション分は、
スーパーインポーズ合成前のデータをそのまま使用して精度を上げる。この場合、ＬＣＤ
変調制御後に合成すると飽和すらも防げるという効果が期待できる。
【０１４３】
　図３１は、図３０に示した装置が行う処理例を示す概念図である。この例では、同図（
ａ）に示すように、ピーク輝度あるいは入力平均輝度が小さい場合にはバックライトの輝
度を低下させて省電力化を図ると共に、同図（ｂ）に示すように、バックライト輝度の低
下を補完する方向に液晶変調度ゲインを増加させる。
【０１４４】
　このとき、液晶変調ゲイン増加により字幕部分は変調度が増加しても飽和が無視される
ため、同図（ｃ）に示すように、液晶変調度ゲインの増加領域であっても同図中に点線で
示した「字幕飽和点」より左側の領域では字幕輝度の低下する部分が生じるが、この領域
は、暗いシーンになるため、字幕輝度が低下することによってかえって見やすい映像とな
る。
【０１４５】
　図３２は、図１７や図２１に示した装置が行う処理例であって、暗部のシャープネスを
強調する制御例を示す概念図である。この例では、同図（ａ）に示すように、ピーク輝度
が小さい場合にはバックライトの輝度を低下させて省電力化を図ると共に、同図（ｂ）に
示すように、バックライト輝度の低下を補完する方向に液晶変調度ゲインを増加させる。
【０１４６】
　このとき、同図（ｃ）に示すように、液晶変調ゲインの増加領域でシャープネスも強調
することで、コントラスト感を出し暗部の視認性を向上させる。あるいは、同じ視認性と
しておいてシャープネスの強調と連動してバックライト輝度をさらに落とすことで省電力
効果を向上させても良い。
【０１４７】
　図３３は、図１７や図２１に示した装置が行う処理例であって、映像の高速変化に追従
させる場合の制御例を示す概念図である。この例では、同図（ａ）に示すように、ピーク
輝度または入力平均輝度レベルが時間とともに長く緩やかな変化と短く急激な変化とが混
在する動画表示において、同図（ｂ）に示すように、長く緩やかな変化成分に対してはバ
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ックライトの輝度変化で対応し（時間ｔ１～ｔ６）、同図（ｃ）に示すように、短く急激
な変化成分に対しては液晶変調ゲインの変化で対応させる（時間ｔ２、ｔ３、ｔ４、ｔ５
）。その結果、高速変化成分に対する映像と遅延時間差の精度が出しやすく好適な映像変
化の緩和効果と省電力効果を得ることができる。
【０１４８】
　尚、この例では、同図中の時間ｔ２、ｔ３、ｔ４、ｔ５で短く急激な入力輝度ピークの
変化が映像に発生し、時間ｔ１～ｔ６にかけて長く穏やかな入力輝度ピークの変化が映像
に発生する例を示している。また、期間ｔ１～ｔ２、期間ｔ２～ｔ３、期間ｔ３～ｔ４、
期間ｔ４～ｔ５、期間ｔ５～ｔ６における液晶変調ゲインは、該各期間でバックライト輝
度を低下させる速度（図中では傾き）に対応させて増加させることで、該各期間での表示
輝度を一定に維持する。
【０１４９】
　図３４は、前述した各実施形態に係る映像表示装置が実行可能な制御例であって、調光
信号の分割による疑似高速駆動を行う場合の制御例を示すタイミングチャートである。本
制御例では、同図に示すように、画像処理回路が出力する調光信号パルスを２分割して映
像信号の１フレーム内に複数存在する新たな加工調光信号パルスを生成することで、光源
の点灯期間を制御するバースト信号の５０Ｈｚや６０Ｈｚの基本波成分を低減し、フリッ
カの防止効果を向上させる。尚、加工調光信号は、３分割でも４分割でもよい。また、画
像処理回路が出力する調光信号パルスを加工する構成ではなく、映像信号に含まれた輝度
情報に基づいて最初から映像信号の１フレーム内に複数存在する調光信号パルスを生成し
ても良い。
【０１５０】
　本制御例では、同図に示すように、画像処理回路が出力する調光信号パルスを２分割し
て新たな加工調光信号パルス’を生成する際に、液晶の遷移期間を避けることで、より高
画質な映像表示を可能とする。この制御例は、図２３に示した順次点灯制御構成で実施す
ることが望ましい。
【０１５１】
　調光信号分割の例としては、例えば、光源の点灯期間を制御するバースト信号パルスを
映像フレームに同期させて必ず２連発にし、フルデューティから下げる時は、まずバース
ト信号パルスの立上がり端（図中「ｔ１」）から液晶遷移時間分の間隔を空けてゆき、さ
らにデューティを下げる場合には、フレーム内に存在する２つのバースト信号パルス間の
間隔（図中「Ｇ１－１、Ｇ１－２、Ｇ１－３」）も並行して空けることで基本波成分の増
加を抑える。さらに絞る時はバースト信号パルスの立上がり端とバースト信号間の間隔を
均等に増やしていく。また、パルス信号の幅（図中「Ｗ１－１、Ｗ１－２、Ｗ１－３、Ｗ
２－１、Ｗ２－２、Ｗ２－３」）および／または位相を所定の関係に従って制御すること
で、ビートの発生を抑制することができる。本構成は前述の順次点灯方式に有効である。
バースト信号パルスの幅や位相を制御する方法としては、各バースト信号パルスの分割比
や間隔を制御することが可能である。尚、図中「Ｇ２－１、Ｇ２－２」は、フレーム単位
で複数存在するパルスのうちの最後尾のパルスと、これに続くフレームに複数存在するパ
ルスのうちの先頭パルスとの間隔を示し、このような異フレーム間のパルス間隔を制御し
ても良い。
【０１５２】
　図３５は、図３４に示したタイミングチャートにおけるバースト信号パルスの第１の制
御例を示す概念図である。同図中の横軸はデジタル調光方式においてバースト信号パルス
に求められるデューティの変化を示し、縦軸は１フレーム内の時間変化を示す。
【０１５３】
同図に示す例は、各バースト信号パルスの前縁ｔ１、ｔ３を固定し、デューティの変化に
応じて各バースト信号パルスの後縁ｔ２、ｔ４を同時に一定の比率で変化させる例である
。この例では、各バースト信号パルスに一定の間隔Ｇ１、Ｇ２を設けることでフリッカの
発生が抑制される。
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【０１５４】
　図３６は、図３４に示したタイミングチャートにおけるバースト信号パルスの第２の制
御例を示す概念図である。同図に示す例は、各バースト信号パルスの後縁ｔ２、ｔ４を固
定し、デューティの変化に応じて各バースト信号パルスの前縁ｔ１、ｔ３を同時に一定の
比率で変化させる例である。この例では、各バースト信号パルスに一定の間隔Ｇ１、Ｇ２
を設けることでフリッカの発生が抑制される。
【０１５５】
　図３７は、図３４に示したタイミングチャートにおけるバースト信号パルスの第３の制
御例を示す概念図である。同図に示す例では、フレーム内に複数存在するパルスのうちの
先頭パルスの前縁ｔ１を全デューティにわたって固定とすることで液晶素子の遷移時間を
避けたデューティ制御が行われる。
【０１５６】
　この制御においてデューティを１００％から７５％に絞るときはフレーム内に複数存在
するパルスのうちの最後尾パルスの後縁ｔ４から削ってゆくことで。液晶素子の状態が安
定している期間を優先的に確保しつつデューティを減少させる。
【０１５７】
　さらに、デューティを７５％から５０％に絞るときは最後尾パルスの前縁ｔ３および後
縁ｔ４を固定した状態で先頭パルスの後縁ｔ２を削ってゆくことで、最もフリッカが発生
しやすいデューティ５０％付近で十分なフリッカ抑制間隔Ｇ１、Ｇ２を設ける。
【０１５８】
　さらに、デューティを５０％から１０％に絞るときは最後尾パルスの前縁ｔ３および後
縁ｔ４と先頭パルスの後縁ｔ２をそれぞれ一定比率で削ってゆくことで、フリッカ抑制間
隔Ｇ１、Ｇ２を設けたままデューティを減少させる。
【０１５９】
　図３８は、図３４に示したタイミングチャートにおけるバースト信号パルスの第４の制
御例を示す概念図である。同図に示す例では、フレーム内に複数存在するパルスのうちの
先頭パルスの前縁ｔ４を全デューティにわたって固定とすることで液晶素子の次のフレー
ムに向けての遷移時間を避けたデューティ制御が行われる。
【０１６０】
　この制御においてデューティを１００％から７５％に絞るときはフレーム内に複数存在
するパルスのうちの先頭パルスの前縁ｔ１から削ってゆくことで。液晶素子の状態が安定
している期間を優先的に確保しつつデューティを減少させる。
【０１６１】
　さらに、デューティを７５％から５０％に絞るときは先頭パルスの前縁ｔ１および後縁
ｔ２を固定した状態で最後尾パルスの後縁ｔ３を削ってゆくことで、最もフリッカが発生
しやすいデューティ５０％付近で十分なフリッカ抑制間隔Ｇ１、Ｇ２を設ける。
【０１６２】
　さらに、デューティを５０％から１０％に絞るときは先頭パルスの前縁ｔ１および後縁
ｔ２と最後尾パルスの前縁ｔ３をそれぞれ一定比率で削ってゆくことで、フリッカ抑制間
隔Ｇ１、Ｇ２を設けたままデューティを減少させる。
【０１６３】
　図３９は、図２３に示した装置に組み込み可能な入力平均輝度算出回路の一例を示すブ
ロック図である。同図に示す例では、入力平均輝度の算出回路に周囲エリアからのクロス
トーク特性を持たせて、隣接エリア間の差または比が一定の範囲内に収まるようにする。
ここで、周囲エリアには、画面の上下、左右および映像フレームの時間軸の前後が含まれ
る。
【０１６４】
　具体的には、図２４に示したエリアＡｒｅａ１～４毎の入力平均輝度情報に該当エリア
の周囲のエリアの入力平均輝度情報を混合して各エリアの最終入力平均輝度ＡＰＬ１～４
を得る。
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【０１６５】
　もしくは、図４０に示すように、図４におけるＬＰＦを、順次入力される映像信号に対
して適切なインパルス・レスポンスを持った一次元または二次元のローパス・フィルタと
して、その出力を順次サンプリングすることにより、該当ブロックの周囲のブロックの信
号が混入した状態の各ブロック入力平均輝度ＡＰＬ１～４を得る。
【０１６６】
　これにより、特段隣接ブロック間のバックライト輝度差または比の制限手段などを設け
なくとも自動的に適度な最大差または比以内に維持される。
【産業上の利用可能性】
【０１６７】
　本発明によれば、より高度なバックライト制御が可能になるため、消費電力の低減が要
求される大型液晶ディスプレイへの適用が期待される。
【図面の簡単な説明】
【０１６８】
【図１】第１の実施形態に係る映像表示装置の構成を示すブロック図である。
【図２】図１に示したバックライト制御回路の周辺構成を示すブロック図である。
【図３】図２に示した調光信号加工回路が行う処理例を示す概念図である。
【図４】平均輝度レベルを算出する方法の例を示す回路図である。
【図５】図２に示したバックライト制御回路の動作例を示すタイミングチャートである。
【図６】平均輝度レベルＡＰＬの増加と、バックライトの低減と、映像輝度との関係を示
すタイミングチャートである。
【図７】第２の実施形態に係るバックライト制御回路の構成を示すブロック図である。
【図８】図２に示した調光信号加工回路が行う処理例を示す概念図である。
【図９】図７に示したバックライト制御回路の動作例を示すタイミングチャートである。
【図１０】第３の実施形態に係るバックライト制御回路の構成を示すブロック図である。
【図１１】図１０に示した調光信号加工回路が行う処理例を示す概念図である。
【図１２】図１０に示したバックライト制御回路の動作例を示すタイミングチャートであ
る。
【図１３】第４の実施形態に係るバックライト制御回路の構成を示すブロック図である。
【図１４】図１３に示した調光信号加工回路が行う処理例を示す概念図である。
【図１５】図１３に示したバックライト制御回路の動作例を示すタイミングチャートであ
る。
【図１６】第５の実施形態に係る映像表示装置の構成を示すブロック図である。
【図１７】図１６に示したバックライト制御回路の構成を示すブロック図である。
【図１８】図１７に示した調光信号加工回路が行う処理例を示す概念図である。
【図１９】図１７に示した調光信号加工回路が行う他の処理例を示す概念図である。
【図２０】第６の実施形態に係る液晶バックライト駆動装置の構成を示す概念図である。
【図２１】図２０に示したバックライト制御回路の構成を示すブロック図である。
【図２２】図２１に示したバックライト制御回路の動作例を示すタイミングチャートであ
る。
【図２３】第７の実施形態に係るバックライト制御回路の構成を示すブロック図である。
【図２４】図２３に示した調光信号加工回路が行う処理例を示す概念図である。
【図２５】図２３に示したバックライト制御回路の動作例を示すタイミングチャートであ
る。
【図２６】ＡＰＬ－ＡＧＣの基本動作を示すタイミングチャートである。
【図２７】前述した各実施形態に係る映像表示装置が実行可能な処理例であって、映像の
明るさが変化したときの知覚順応制御例を示すタイミングチャートである。
【図２８】前述した各実施形態に係る映像表示装置が実行可能な処理例であって、映像の
明るさが変化する前後に順応期間を設けた例を示すタイミングチャートである。
【図２９】前述した各実施形態に係る映像表示装置が実行可能な処理例であって、ＡＰＬ
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【図３０】字幕処理を行う場合の映像表示装置の構成を示すブロック図である。
【図３１】図３０に示した装置が行う字幕処理例を示す概念図である。
【図３２】図１７や図２１に示した装置が行う処理例であって、暗部のシャープネスを強
調する制御例を示す概念図である。
【図３３】図１７や図２１に示した装置が行う処理例であって、映像の高速変化に追従さ
せる場合の制御例を示す概念図である。
【図３４】前述した各実施形態に係る映像表示装置が実行可能な制御例であって、調光信
号の分割による疑似高速駆動を行う場合の制御例を示すタイミングチャートである。
【図３５】図３４に示したタイミングチャートにおけるバースト信号パルスの第１の制御
例を示す概念図である。
【図３６】図３４に示したタイミングチャートにおけるバースト信号パルスの第２の制御
例を示す概念図である。
【図３７】図３４に示したタイミングチャートにおけるバースト信号パルスの第３の制御
例を示す概念図である。
【図３８】図３４に示したタイミングチャートにおけるバースト信号パルスの第４の制御
例を示す概念図である。
【図３９】図２３に示した装置に組み込み可能な入力平均輝度算出ブロックの例を示すブ
ロック図である。
【図４０】入力平均輝度算出処理の他の例を示すタイミングチャートである。
【符号の説明】
【０１６９】
　１００…フロントエンド部、１０２…チューナ回路、１０４…セレクタ、２００…映像
処理部、２０２…画像処理回路、２０４…制御回路、３００…ディスプレイ部、３０２…
液晶制御回路、３０４…バックライト制御回路、３０６…液晶パネル、３０８…バックラ
イト、３１０…外光センサ、３２０…調光信号加工回路、３２１…調光信号生成回路、３
２２…インバータ回路、３２４…調光方式再配分回路、３２６…ＩＦ中継回路、３３０…
映像信号加工回路、３３２…輝度制御信号生成回路、３５０…非線形回路、３５２…ロー
パスフィルタ、３５４…レジスタ、３５６…タイミング制御回路、４００…リモコン
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